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いつか世界を変える力になる。
世界を変えてきたのは
いつの時代も、たったひとりの強い想いだ。

二本松青年海外協力隊訓練所

あ だ た ら

1 .何が変わったの？
J I C A ボランティアからJ I C A 海外協力隊へ

写真提供：ふくしま青年海外協力隊の会Instagramより
東ティモールに渡った菊松くん（二本松市のご当地キャラ）

※Instagramで＃jocvphotolifeを検索すると途上国で活躍するJICA海外協力隊の写真を見ることが出来ます！

TOP I C S トピックス

2 .世界の人びとのためのJ I C A基金
福島県優良建設工事表彰受賞の企業19社から寄附

「ネパールと田村市を繋ぐ！」
～県内で活躍する青年海外協力隊～

2015年度
4次隊 中村 栄太さん

（青年海外協力隊）ネパール

J I C A 海外協力隊帰国隊員レポート



J I C A海外協力隊帰国隊員レポート

ネパールと田村市を繋ぐ！
～県内で活躍する青年海外協力隊～

2015年度4次隊

派遣国：ネパール
職種：野菜栽培

ナマステ！2018年3月までネパールに派遣されておりました中村栄太と申します。

私は野菜栽培隊員として、首都カトマンズより東に30Kmのドゥリケルという首都近

郊の野菜産地にて、過剰使用されている農薬の減少のために活動を行っておりまし

た。ネパールには40年ほど前よりアメリカや日本を通じて、化学肥料や農薬の普及

が始まったのですが、適正な農薬の使い方が伝えられずに今に至っているため、同

じ農薬を混ぜて使うなど、日本では考えられないような農薬の使い方を行っておりま

す。私はこれらの現状に対して、農薬の適正な使い方の指導に加え、減農薬を行う

ための資材の試験として「木酢液」を、家庭のかまどの煙を利用して抽出できるよう

にして、試験を行い減農薬の啓発に努めました。

中村 栄太さん

なかむら えいた

現在は、田村市の復興支援員として、東日本大震災で全域避難となった市内都

路町を中心とする住民の生活、町おこし支援、交流・関係人口拡大支援や、魅力の

ある田村の情報発信を主に行っておりますが、市生涯学習課と協力し、東京五輪

ネパールホストタウン関連業務など、協力隊の経験を活かした業務も行っておりま

す。これまで2018年10月と12月に、マラソン代表候補とパラリンピック代表候補が1

度ずつ田村市を訪問し、合宿はもちろんのこと学校交流事業の運営や、宿泊施設

などへのフォローの業務を行い、来訪したネパール選手に日本を楽しんでもらえる

ようなサポートを行っております。今後、田村市でも増加が見込まれる外国人技能

実習生や訪日客に対し、市民の方々の国際化を推進できるよう活動してまいりた

いと考えております。

私が協力隊でネパールにいた時に現地の人と喧嘩ばかりで、そこで「どんな専門

性をもってても、コミュニケーションが出来なければ何の意味もならない」と痛感させ

られました。これは帰国後に特に強く思っていて、人とのかかわりを大事にした仕

事をしたく、現職でも様々な住民さんとコミュニケーションをとり、関係を構築するこ

とで、微力ながら復興支援の一助になれるよう頑張りたいと考えております。



J I C AボランティアからJ I C A海外協力隊へ
制度変更のあれこれ

年間派遣回数が４回から３回になります。また年齢にかかわ
らず、JICA海外協力隊は全員７０日間の派遣前訓練を受ける
ことになります。

派 遣 前 訓 練 が 年 ３ 回 に

一般案件

一定以上の経験・技能等が必要な個別案件へ応募する場合
（シニア案件）

２０１９年度春募集スタート！

２０１９年度ＪＩＣＡ海外協力隊募集期間は年2回（春・秋）。ついに春募集が始まりました！！活動分野
は農林水産、保健衛生、教育文化、スポーツ、計画・行政など多岐にわたり、職種は120種類以上です。
派遣期間は原則2年間ですが、1ヶ月から参加できる短期派遣制度もあります。ＪＩＣＡ海外協力隊の強
みは、自分の持っている知識、技術、経験などを生かし、開発途上国で活動できることです。

１.総称がJICAボランティアからJICA海外協力隊へ
2018年度秋募集より「JICAボランティア」という総称を
「JICA海外協力隊」に改めました。

２.派遣区分が「年齢」から「案件内容」へ
４０歳を境に青年海外協力隊とシニア海外ボランティアに分
かれていましたが、年齢ではなく、“一般案件”と“相当程度の
経験・資格を求める案件”という内容によって派遣区分が分か
れます。

３.海外支給手当も基本同一に
海外で支給される現地生活費や住居費限度額も年齢区分

により差がありましたが、基本同一額となります。国内で支給

される手当等も抜本的に見直しとなりました。

何 が 変 っ た の

JICA海外協力隊 検索

応募期間：２/１３(水)～４/３(水)

JICAボランティア事業は、２０１９年度から
制度が変更になります。これからも時代に
即した制度の改善・改革に取り組んでまい
ります！

平成３０年度福島県優良建設工事表彰を受賞された１９社の皆さまからご寄附を
いただきました。

２０１８年１１月１３日 (火)、福島県国際交流協会で寄附受納式が行われ、発起
人の滝谷建設工業株式会社取締役会長 目黒常廣様より、独立行政法人国際協
力機構二本松青年海外協力隊訓練所長洲﨑毅浩に目録が手渡しされました。

二本松訓練所 洲崎所長からは「今年もJICAの実施する世界の人びとのための
JICA基金にご賛同し、多額のご寄附をいただきましたこと深く感謝いたします。頂
いた寄附金はJICAが支援するNPOの活動資金など、顔の見える事業に有効活用さ
せていただきます。」と感謝の言葉が伝えられました。

寄附賛同企業一覧

株式会社渡部工務所
滝谷建設工業株式会社
秀和建設株式会社
株式会社山一緑化土木
クレハ錦建設株式会社
株式会社中山組
新道建設株式会社
藤田建設工業株式会社
秋山ユアビス建設株式会社
株式会社三崎組
福浜大一建設株式会社
株式会社加地和組
株式会社会津電気工事
株式会社佐藤電設
広栄電設株式会社
山田設備工業株式会社
八ツ橋設備株式会社
株式会社ニーズ
株式会社常磐エンジニアリング

以上19社

世界の人びとのためのJ ICA基金

〇TOPICS トピックス

全国説明会キャラバン開催中

年間を通じて、全国約50カ所で開催する説明会キャラバンです。
※福島県は8月末に開催予定です。
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独立行政法人国際協力機構

二本松青年海外協力隊訓練所
〒９６４-８５５８ 福島県二本松市永田字長坂４-２
Ｔｅｌ：０２４３-２４-３２００ Ｆａｘ：０２４３-２４-３２１４

ＪＩＣＡ海外協力隊
２０１８年度３次隊・４次隊

＼悩みはすべてここで解決！／

なんでも相談窓口
JICA二本松訓練所HPでは、JICA海外協力隊に関

する疑問や相談、募集に関する悩み、そして、
JICA事業に関わる全ての相談を受け付けていま

す。どんな些細なことでも担当スタッフが丁寧に対
応致します！

ぜひ一度ご相談ください！

JICA二本松 なんでも相談窓口

※①派遣国 ②職種 ③出身地

青年海外協力隊：30名
シニア海外ボランティア：7名 ※2018年12月31日現在

現在も福島県出身者37名が
世界27カ国で活躍中 /

２０１８年度４次隊

福島に
ゆかりのある

公式 S N Sラジオ番組のご案内

公式Facebook

日々さまざまな情報を更新中！

ラジオ番組

⋄ふくしまFM
・キミノチカラ、海をこえて
～青年海外協力隊の道～
土曜日8：30～8：55 (期間限定放送)

・impress
毎週火曜日14：00～

⋄FM Mot.Com
「世界も、自分も、変えるラジオ」
第2木曜／13：00～14：00
（再放送：第3木曜／13：00～14：00）

外国出身者のための生活相談窓口

①派遣国：ソロモン

②職種：看護師

③出身地：仙台市

（郡山市および福島県庁に表敬訪問）

青木 芹菜さん
あおき せりな

■英語・中国語・日本語
火曜日～土曜日 9：00～17：15

■タガログ語・ポルトガル語・韓国語
木曜日 10：00～14：00（第4・5木曜日は事前予約が必要）

[相談専用]

TEL：024-524-1316 MAIL：ask@worldvillage.org

（公財）福島県国際交流協会
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２０１８年度３次隊

①派遣国：ブラジル

②職種：文化

③出身地：会津若松市

小林 有布佳さん

こばやし ゆうか

松山 里美さん

①派遣国：スリランカ

②職種：日本語教育

③出身地：相馬市

まつやま さとみ

①派遣国：タンザニア

②職種：体育

③出身地：いわき市

海野 陽平さん
うんの ようへい

①派遣国：マレーシア

②職種：コミュニティ開発

③出身地：南相馬市

菅野 智颯さん

かんの ちはや

①派遣国：ザンビア

②職種：番組制作

③出身地：本宮市

古川 峻さん

ふるかわ しゅん

①派遣国：ベトナム

②職種：作業療法士

③出身地：いわき市

西山 典子さん

にしやま のりこ

25年ぶりの国内機関勤務、協力隊事業や
国内連携事業を担当するのは初めてです。
世の中の変化を常に意識しながら、
・多様な価値観を理解し、
・基本を押さえつつも柔軟に、
・誠実に、
業務に取り組みたいと思っています。

①派遣国：ネパール

②職種：環境教育

③出身地：福島市

宍戸 あゆみさん

ししど

福島県国際交流協会では、外国語で外国出身者
からの生活相談に応じています。

JICA二本松 業務課 課長 加藤憲一
（平成2年2次隊/ドミニカ共和国/農業土木）

ご支援とご指導をどうぞよろしくお願い申し上げます。

着任のお知らせ

mailto:ask@worldvillage.org

